
 
令和 7 年 10 月 17 日 

愛  媛  大  学 

日本システム技術株式会社との 
共同研究に関する記者発表を開催 

つきましては、下記のとおり記者発表を実施しますので、ぜひ取材くださいますよう

お願いいたします。 

記 

 

日 時：令和７年１０月２３日（木）１１時３０分～ 

場 所：愛媛大学城北キャンパス E.U. Regional Commons１階 NP 地域交流ルーム 

出席者：愛媛大学教育・学生支援機構長 八尋 秀典 

愛媛大学教育・学生支援機構 副機構長 中井 俊樹 

愛媛大学教育・学生支援機構 特任助教 真鍋 亮 

日本システム技術株式会社 上席執行役員 落合 聡 氏 

日本システム技術株式会社 GAKUEN 事業部長 野嶋 賢司 氏 

 

■取材いただける場合は、１０月２１日（火）までに、お問合せ先までご連絡ください。 

 

 

 

 

※詳細は別紙、リーフレットをご参照ください。 

このたび愛媛大学では、教学データを活用したアーリーアラートシステムの開発を目的

として、日本システム技術株式会社と共同研究を実施することとなりました。この共同研究

は、愛媛大学の予測モデル（卒業予報）やＩＲ（インスティテューショナル・リサーチ）に

関する知見と、日本システム技術株式会社が有する学生の学習状況や履修履歴などの教学

データを組み合わせて新たな予測モデルを構築し、学習困難や中途退学リスクの予兆を早

期に把握することで、より効果的な履修支援や学習支援を実現するアーリーアラートシス

テムの開発と実装を目指すものです。 

※「卒業予報」は、国立大学法人愛媛大学の登録商標です（登録 6885680）。 

※「日本システム技術株式会社」は、大学向け教務システムのパッケージメーカーで国内シェア No.1 の実績を有します。 

PRESS RELEASE 

 

本件に関する問い合わせ先 
愛媛大学教育学生支援部教育企画課 
教育企画チーム 河内 
TEL：０８９-９２７-９１５４ 
Mail：opar＠stu.ehime-u.ac.jp 
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日本システム技術株式会社
社会課題解決への取り組み
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事例紹介①

メディカルビッグデータを活用した
大阪公立大学との共同研究「～鉄道新駅開業による医療費削減効果について」

＜共創内容＞

JR 総持寺駅（大阪府茨木市）を事例に、鉄道新駅開業による医療
費削減効果を、当社メディカルビッグデータ「REZULT」を活用し
分析しました。その結果、JR 総持寺駅の近隣エリアにおいて、新駅
開業後の4 年間における１人あたり累積医療費支出が、99,257 円
（95%信頼区間（※１）は 62,119 円～136,194 円）ほど、有意に
減少していたことを推計しました。
人口減少が進む日本では、公共交通機関の鉄道駅を中心に都市を

再編する「コンパクト・プラス・ネットワーク」政策が進んでいま
す。この公共交通機関を中心とした都市政策の中で、鉄道新駅開業
の効果といたしましては、不動産価値向上や近隣住民の生活行動を
変容させる効果もり急増する医療費支出の抑制という観点の検証も
進めて参ります。

医療費削減公共交通機関政策

※メディカルビッグデータ「REZULT」を活用した大阪公立大学との共同研究成果～鉄道新駅開業による医療費削減効果について～（IR：2024年4月24日配信より）

産官学連携による 自治体課題解決をめざした取り組み（社会貢献）
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事例紹介②

産官学連携による 自治体課題解決をめざした取り組み（社会貢献）

日本システム技術株式会社×大阪大学先導的学際研究機構
「メディカルビッグデータを活用した共創活動推進」に関する連携協定締結

＜共創内容＞

本協定締結により、「住民と育む未来型知的インフラ創造部門」
における若手研究者の研究ソースの選択肢を増やし、都市インフラ
整備・方策開発などの取り組み強化を支援します。また、関連する
アカデミアや自治体、他参画企業などとも連携した研究プロジェク
トを推進していくことで、最新技術による地域インフラ事業の社会
実装を確実に実現し、社会貢献を目指します。

大阪大学 「住民と育む未来型知的インフラ創造拠点」
（COI-NEXT採択）

「住民と育む未来型知的インフラ創造拠点」は現時点で、９大学、
８自治体、28企業が参画しており、大阪府を中心にリアルな社会課
題に向き合い、その解決策をモデルケースとして国内外に展開する
ことを目標としております。

日本システム技術技術「未来共創Ｌａｂ」

メディカルビッグデータ「REZULT」活用や伴走型による新規商
材開発を通し、他企業やアカデミア、自治体との連携を強め共創Ｄ
Ｘを推進している組織となります。JASTのデータと企業価値を高め、
お客様の課題を解決するための可能性を広げるべく、今後も取り組
みを進めております。

※日本システム技術株式会社×大阪大学先導的学際研究機構 「メディカル
ビッグデータを活用した共創活動推進」に関する連携協定締結のお知らせ
（IR：2024年6月4日配信より）

地域課題解決に
向けた取り組み

産官学連携による
都市づくり
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事例紹介③

保険事業を通じた、自治体被保険者の健康増進支援

神戸市様への「疾病リスク予測AIを用いた勧奨通知サービス提供」

＜疾病リスク予測AI＞

当社保有のメディカルビッグデータREZULTを用
いて、健診受診から 5 年後の生活習慣病発症リス
クを予測する機械学習モデルの実用を神戸市様
「生活習慣病重症化予防の医療機関受診勧奨に関
する業務」にて開始しました。

従来のリスク判定モデルでは実現できなかった、
個人一人ひとり（身長・体重・年齢・特定健診結
果）の実情を反映した、より精度の高いモデルと
なっています。これにより、個人ごとの将来の疾
病リスクを数値化することができ、健康意識を向
上させ、医療機関や特定健診受診といった行動変
容を促すことが可能となります。現状は、生活習
慣病を中心に10疾病に対応しています。

従来の勧奨通知サービスへの生成AIモデル搭載
事例となります。

※神戸市様への疾病リスク予測AIを用いた勧奨通知サービス提供のお知らせ（IR：2024年４月1６日配信より）

高精度疾病リスク予測AIを用いた通知サービス

神戸市様「通知書イメージ」
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事例紹介④

地域発展のためのアルムナイネットワーク構築支援（社会貢献）

卒業生と大学、企業が繋がるスモールコミュニティ「ALUPA」
「知的・人的資源を活用し、地域の発展に寄与すること」を目的とした包括連携協定の締結

卒業生サービス「ALUPA」

Alumni（アルムナイ）×  Path（パス）
卒業生の「アルムナイ」と、道筋・生き方の「パス」の組み合わせ
「生き方の可能性がひろがる、新しい居場所」をコンセプトに、
2024年6月に当社が新しくリリースする卒業生向けサービスです。

＜共創内容＞

某大学、短期大学の学長先生より、地方創生への取り組みとして、
学生が大学を卒業後、大学と卒業生（アルムナイ）との関係が途絶
えてしまうこと、地元企業と大学が繋がる仕組みがなく、卒業生の
学び直しや再就職先企業とのキャリアマッチングなどサービスを提
供できず、地域の発展に貢献できていない課題を教えて頂きました。
当社は当課題の解決に向けて、卒業生と大学、企業が繋がるス

モールコミュニティを構築できる卒業生向けの新サービス
「ALUPA」をリリースし、同様の課題を抱えている大学様へ地域発
展のためのアルムナイネットワーク構築の支援を開始しました。

「タイムライン」 「マイページ」

※大学向けアルムナイサービス『ALUPA（アルパ）』
提供開始に関するお知らせ（IR：2024年8月20日配信より）
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事例紹介⑤

Z世代学生向け新サービス開発における協業（若手企業家支援）

Z 世代学生に向けた AI キャリアタイプ診断アプリ「MiraThin」

近畿大学 学生起業家「やるかやらんか」

2022 年 4 月設立。『日本の若者に"選択肢"を示す』をビジョンに
掲げ、主に飲食・クリエイティブ・イベント事業を中心に事業を展
開しています。メンバー全員が現役大学生、大学院生であり、手段
に囚われることなく"世界一のビジョナリーカンパニー"を目指し、
日々活動しています。

＜共創内容＞

当社は、社会の変化に即座に順応する Z 世代の価値観を理解し、
「日本の若者に“選択肢”を示す。」というビジョンを掲げる、
やるかやらんか社に賛同、Z 世代の大学生が本当に求めている
サービスを提供したいという想いが合致し、2023年度にZ 世代向け
のマーケットリサーチを実施しました。
その結果、Z世代の学生は大学を卒業した後、どのようなキャリア

を歩めばいいのか、自分にはどのような仕事が向いているのか、
を悩んでいるという課題がある事が分かりました。
両社で協業開発した「MiraThin」は、AIが出す質問に答えること

で自動診断し、15のキャリアタイプと、自身の志望するキャリアを
記述式で入力し、その情報をもとにAIが今後のキャリアの歩むべき
方向性を助言する、新しい進路選択を応援するAI問診サービスです。

※日本システム技術×近畿大学学生起業家「やるかやらんか」
Z 世代学生に向けた AI キャリアタイプ診断アプリ「MiraThin」
クローズドβ版を公開（IR：2024年3月13日配信より）

「Topページ」 「診断結果」
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日本システム技術株式会社
https://www.jast.jp/

https://www.jast.jp/

https://www.jast.jp/
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